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⑤ 最後の 日 (アル^ = ヤウム •アル^ =ァ ー ヒル ) への 信仰 


參 最後の 日 {ア ノレ = ヤウム •ア ノレ = アーヒ ノレ、 とは： 審判の 日の ことで、 アツ ラーは そ 
の 日 現世での 行いの 清算と 報いの ために、 被 造 物を 復活させます。 この 名称の 由来は、 そ 
の 日が 天国の 住民は 天国に、 地獄の 住民は 地獄に 定着 するとい う 最後の 日 (アル = ヤウム • 
アル =ア ーと ノレ） である ことによってい ます。 

• よく 知られて いる 最後の 日の 別称： 

審判の 日。 復活の 日。 （人々 が 天国と 地獄に 振り分けられる） 分 断の 日。 （墓から アツ ラ 
一の 御 許への） 出発の 日。 報いの 日。 永遠の 日。 清算の 日。 恐怖の 日。 集合の 日。 騙し あ 
いの 日。 会同の 日。 互いに 呼び 合う E 3。 嘆きの 日。 大 音響。 この 上ない 災難。 （人々 の 顔を 
その 恐怖と 不安に より） 暗く 陰らせる もの。 必ず 起こる もの。 明らかな 真実。 （その 恐怖に 
よって 人々 の 心 や 耳を） 叩きつ ける もの。 


• 最後の 日への 信仰とは： 

アツ ラーと その 使徒が 伝える 復活、 召集、 清算、 地獄の 架け橋、 （清算の） 秤、 天国、 地 
獄 といった、 偉大な 審判の 日に 人々 が 呼び戻された 地で 起こる もの 全てを 確固と して 信じ 
る ことです。 そして 審判の H の 諸々 の予 兆と しるし、 また 死後の 墓の 中に おける 試練、 墓 
の 中の 懲罰 や 安寧と いった 事柄 も 最後の S への 信仰の 中に 内包され ます。 

參 最後の 日の 偉大 さ： 

アツラ ーへの 信仰と 最後の 日 への 信仰は、 イ ー マーンの 基幹の 中で も 最も 偉大な もので 
す。 この 2 つは その 重要 さ ゆえに ク ルアー ンの 中で 幾度 も 繰り返し 並列して 言及され て お 
り、 また 人間の 現世と 来世に おける 正しい 方向 性と 真の 成功と 幸福は、 ひとえに この 2 つ 
と 残りの イー マーンの 基幹に かかって います。 

1— 至高の アツ ラーは こ う 仰ら れ ました： SD これ こそは、 アツ ラーと 最後の 日を 信仰す る 
者が 訓戒と する ものである。 03 (ク ルアー ン 65: 2) 

2 — 至高の アツ ラーは こう 仰ら れ ました： SD アツ ラーは かれの 他に 真に 崇拝すべき ものの 
ない お 方。 かれは 必ずや あなた 方を、 疑念な き 審判の 日に 召集され るの だ。 03 (ク ルアー 

ン 4 : 87) 
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3 — 至高の アツ ラーは こう 仰ら れ ました： SD そしても しあな た 方が 何 かで 争つ たと き には、 
(その 判決を） アツ ラーと 使徒に 委ねる の だ。 もし あなた 方が アツ ラーと 最後の 日を 信仰 
している のなら。 03 (ク ルアー ン 4: 59) 


• 墓の 中での 試練： 

1— アル = バラ ー ゥ .ブン .ア ーズ ィブ （彼に アツ ラーの ご 満悦 あれ） は 言いました： 「私 
たちは 葬儀の 礼拝の ため、 アツ ラーの 使徒 （彼に アツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） と 出か 
けました • • • - そして その 中で 預言者 （彼に アツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） は 言い ま 
した：“ そして 彼 （死者） の もとを 2 人の 天使が 訪れる。 そして 彼を 座らせ、 こう 尋ねる の 
だ： 「あなたの 主は 誰です か？」 彼は 答える： 「私の 主は アツ ラーです。」 それから 2 人は 言 
う： 「あなたの 宗教は 何です か？」 彼は 答える： 「私の 宗教は イス ラームです。」 そして 2 人 
は 尋ねる： 「あなた 方に 遣わされ たものは 誰です か？ 彼は 言う： 「それは アツ ラーの 使徒で 
す.. .」”」 （アフ マドと アブー. ダー ウー ドの 伝承 1 ) 

2 — アナス （彼に アツ ラーの ご 満悦 あれ） によれば 預言者 （彼に アツ ラーからの 祝福と 平 
安 あれ） は 言いました： 「しもべは 墓に 埋葬され、 人々 が 彼の もとを 立ち去った 時、 彼らの 
足音を 聞く。 そして 2 人の 天使が 彼の もとを 訪れ、 彼を 座らせて 尋ねる：“ この 男ム ハン マ 
ドに ついて、 あなたは 何を 言って いたの か？” すると （彼は） 言う ：“ 私は 彼が アツ ラーの 
しもべで あり、 使徒で ある 事を 証言 します。” それから 彼は こう 費 われる ：“ 見よ、 アツ ラ 
一が あなたに ご用 意され た 地獄の 居場所と、 天国の 居場所を。”」 2 そして 預言者 （彼に アツ 
ラーからの 祝福と 平安 あれ） は膚 ■いました： 「そして 彼は その 両方と も 目に する の だ。 

一方 不信仰 者と 偽 信者は （件の 問いに 対して） こう 言う ：“ 知りません。 私は 人々 が 言う 
よう に 言って いただけです。” すると 彼は こ う 言われる： “ あなたは 彼を 知り も しなければ、 
従い もしなかった の だ。” そして 両耳の 間を 鉄の ハンマーで 1 発 打たれる。 彼は 叫び声を 上 
げ るが、 その 声は その 近辺に いる 人間と ジン （精霊 的 存在） 以外の 全ての 者が 耳に する。」 
(アル =ブ ハーリーと ムス リムの 伝承 3 ) 

• 墓の 中の 懲罰には 2 種類あります： 

1 一審 判の 日 ま で 継続す る 懲罰： これは 不信仰 者と 偽 信者に 対する ものです。 至高の アツ 
ラーは フィル アウン （ファラオ） の 一族に 対し、 こう 仰ら れ ました： fiD (それは） 彼らが 

1 真正な 伝承,， ムス ナド •アフ マド （2417) 、 ア プー. ダー ウー ド （375_3) 、サ ヒー フ •ス ナン ■アブー •ダー ウード （3979) 。 
文章は アブー. ダー ウー ドの もの。 

2 訳者 注： アフ マドの 伝承では“ 地獄の 居場所” について、 「もし あなたが あなたの 主を 信じて いなければ、 これは あ 
なた の 居場所であった の だ。」 という 文章が ある。 

3 サ ヒー フ •アル =ブ ハーリー （1338)、 サ ヒー フ .ムス リム （2870)。 文章は アル =ブ ハーリーの もの。 
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朝に 夕に 晒される 業火。 そして 審判の 日には、 （アツ ラーが 天使たち にこう 命じられて 言わ 
れ る） 「フィル アウンの 一族を 最も 過酷な 懲罰の 中に 投げ込む の だ。」 03 (ク ルアー ン 4 〇: 

46) 


2 — 期 間が 限定され、 その後 中止され る 懲罰： これは 罪深かった タクと 一/' 4 の 徒に 対して 
の もので、 その 罪の 程度に よって 罰されます。 それから 罪は 軽減され、 アツ ラーの ご 慈悲 
によって 中止され ます。 もしかすると その 中止の 原因は、 彼が 現世に おいて 施した 死後 も 
継続す る 慈善 行為 5 や 有益な 知識、 また 死後に 彼のた めに 祈る 敬虔な 子供な どに よる もの か 
も しれません。 

• イブ ン •ウマル （彼に アツ ラーの ご 満悦 あれ） によれば アツ ラーの 使徒 （彼に アツ ラ 
一からの 祝福と 第 安 あれ） は 言いました： 「あなた 方は 死後、 （墓の 中で） 朝に 夕に その （来 
世での） 居場所を 提示され る。 もし 天国の 住人で あれば 天国の 住人の （居場所を）、 地獄の 
住人で あれば 地獄の 住人の （居場所を 提示され）、 “ これが 審判の 日、 アツ ラーが あなたを 
復活 させられ るまでの あなたの 居場所で ある。” と 貧 われる の だ。」 （アル =ブ ハーリーと ム 
スリ ムの 伝承 6 ) 

• 墓の 中の 享楽： 

墓の 中の 享楽は 信心 深 レ 、信仰者の ための ものです。 

1— 至高の アツ ラーは こう 仰ら れ ました： (3 D 「私たちの 主は アツ ラーです。」 と 言って 真 
理に 沿って 歩む 者たち には、 （その 死後） 天使たち が 舞い降り てこう 語り かける：“ (来世で 
の 行く末に ついて） 恐れる 事 も、 （過ぎ去った 事に ついて） 悲しむ こと もありません。 あな 
た 方が 約束され ていた 天国の よき 知らせに 心 躍らせなさい。 ” 03 (ク ルアー ン 41: 30) 

2 — アル. バラ ーゥ .ブン .ア ーズ イブ （彼に アツ ラーの ご 満悦 あれ） によれば 預言者 （彼 
にアツ ラーからの 平安と 祝福 あれ） は、 墓の 中で 2 人の 天使に 正答す る 信仰者に ついて こ 
う 言いました：“.. .すると 天から 彼を 呼ぶ 声が する。 「わが しもべは 本当の ことを 言々 
た。 彼に 天国の 居場所を 用意し、 天国の もので もって 着させ、 天国への 扉を 開けて やる の 
だ。」” そして 預 .者 （彼に アツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） は 言った：“ すると 彼の もとに 
芳香が 漂い、 彼の 墓は 見渡す 限りにまで 広げられる。”」 （アフ マドと アブー • ダー ウー ドの 


4 訳者 注： 詳しくは 「1. タウ ヒー ドと タウ ヒー ドの 種類」 の 章を 参照の こと。 

■*._ 訳者 注： つ .まり ァッ ラー かちの 報酬を 願って 財産を 固定 化し、 そこから 寒 じる 利益を 施しと する こと。 詳しくは 「ワ 
クフ」 の 項 参照。 

6 サ ヒー フ •アル =ブ ハーリー （1379)、 サ ヒー フ •ムス リム （2866)。 文章は ムス リムの もの。 
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伝承 7 ) 


• また 信仰者は ァッ ラーの 道に おける 殉教 や 前線 や 国境線での 守衛 や 奮闘、 また 腹部の 
病に よる 死な どに よって、 墓の 中での 恐怖 や 試練、 懲罰な どを 回避す る ことが ありま 
す。 


• 死後から 審判の 日までの 魂の 居場所： 

魂は それぞれ 非常に 異なる 状態に おいて、 天国と 地獄の 境界に あります。 預言者たち （彼 
らに アツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） の 魂の よ うに 天界 高く にある もの も あれば- そして 
彼ら 自身の 間で も、 その 位階は 異なって います-、 信仰者の 魂の よう に 天国の 木々 に 鳥の 
姿で とまって いるもの も あり ます。 

ま た 殉教者たち の 魂は、 天国を 飛び回る 緑色の 鳥の そ嚢 （鳥類 や 昆虫 類の 食道 後端に あ 
る 袋 状 部） にあります。 

ま た 戦利品を ごまかして 盗んだ 者の 魂の よう に 墓に 拘束 さ れ たも の や、 残 した 借金 ゆえ 
に 天国の 扉の 前で 動 けなく なって いるもの、 そ の 位階の 低 さ ゆえ に 地上 に 留ま せら れ てい 
る もの もあります。 

また 姦淫を 犯した 男女の 魂は、 炉の 中に あり ます。 

ま た 不法な 商取引に よつ て 得た 利を むさ ぼる 者た ちの 魂は、 血の 河を 流れ、 そこで 石を 
飲ませられます。 


7 真正な 伝承。 ムス ナ ド. アフ マド (18733)、 ス ナン. アブー. ダー ウー ド (4753)、 サ ヒー フ •ス ナン. アブー. ダ 
ー ウー ド （3979)。 文章は アフ マドの もの。 
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